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	原材料：チタン
	原理等
	本品を埋め込むことにより人工寛骨臼が形成され、人工股関節置換術の適応が拡大され、成功率も上昇する。
	手術手技
	ミューラー　サポートリング、ガンツ　サポートリング、ガンツ　サポートリング　フランジタイプ
	臼蓋底、横靭帯及び涙切痕を十分に展開します。
	次に、横勒帯を切除し、臼蓋底部を露出し、リーミングを行います。
	サポートリングは内径表示です。リングのサイズは、最後に使用したリーマーサイズより4mm小さいものを選択します。
	標準タイプの場合、臼蓋を削整しリングを取り付け、ドリリングを行いスクリュー長を決めスクリューにて臼蓋に固定します。
	フック付きのものを使用する場合、臼蓋切痕にフックを挿入し、臼蓋にフック付きサポートリングをはめ込みます。この時リングの辺縁が臼蓋縁に一致することと、リングのスクリュー穴の部分及びリングの内縁、フックが骨性臼蓋と接するように挿入することが大切です。
	前壁及び後壁が薄く、リーミングを行うことでサポートリングの支えに不安が起きるような症例では、サポートリングのフックを鉗子で曲げて使用することも可能です。
	リーミングした骨性臼蓋とフック付きサポートリングが適合しない場合には、骨切除、あるいは骨移植を行って、両者を適合させる必要があります。
	また、臼蓋縁に骨欠損を有する症例では、骨欠損部に同種骨または自家骨による骨移植が必要になります。
	臼蓋を削整しフックを臼蓋切痕に引っかけ、サポートリングを臼蓋にインパクトさせます。
	その後ドリリングを行いスクリュー長を決めスクリューにて臼蓋に固定します。
	サポートゲージ
	臼蓋底、横靭帯及び涙切痕を十分に展開します。
	次に、横勒帯を切除し、臼蓋底部を露出し、リーミングを行い、その後臼蓋を削整し遠位突起部を挿入できるよう、挫骨の海面骨を必要に応じて除去します。
	寛骨臼中央部に骨欠損等がある場合には、市販のメタルメッ　シュでカバーし／もしくは骨移植片を挿入します。
	移植骨片を寛骨臼床に挿入し、ポリエチレン製のトライアルシェルで圧迫します。
	解剖学的な特徴に合わせて、インプラントを曲げます。
	インプラントリング部が臼蓋底部に挿入されるまで、遠位突起部を上から軽くたたきながら突起部を挫骨に挿入していきます。
	（もし遠位突起部が挫骨に挿入できない場合は、本突起部を挫骨に沿ってスクリューで固定します。）
	最後に本リングを腸骨にスクリューで固定します。
	8)本品は、使用直前まで開封せず包装のまま保管すること。保護用部品も使用直前まで取り除かないこと。

